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寄付を呼びかけ とともに、それが教育の発展に寄与する とをミャンマーから訴えた。タント氏がこのメッセージを発した時期には、ＮＧＯや国際的な援助団体が被災地の復興支援プロ ェクトに着手していた。しかし、図書館の復旧は未だ取り残された状況にあった。
倒壊した図書館の再建と、





















八年末にはすでに八〇〇〇冊の贈があったことは先述の通りだが、それに続き、二〇〇九年二月には中古本を扱うアメリカの書店「スリフト・ブックス」から一〇〇万冊もの図書 寄贈された。寄贈された図書 総額三〇〇万ドルの価値を持つという。スリフト・ブックスの最高経営責任者は、 「創造的な方法でミャンマー人とアメリカ人は図書館復旧に向けて前進していくのです。図書館は知を基盤とする社会において不可欠な存在ですから。 」と言葉を寄せた。さらに、海運会 「アメリカン・プレジデント・ラインズ」は、贈図書がシアトルからミャンマーのコミュニティの図書館まで効率的に運ばれるよう支援 ることを表明した。　
寄贈図書を種類別に分け、適切








贈図書の一部を、 「ブック・ビュッフェ」と称して小さいセットは一万チャット、大きいセットは二万チャットという比較的安価で販売した。アメリカから 寄贈図書については、その三〇％を販売する許可を事前に得ていたという。その収益で子ども向け ミャンマー語図書や参考図書、文具を購入するため 方策 ある。二〇〇九年四月には九〇〇〇冊のミャンマー語の教科書、一〇〇〇冊の英語で書かれた子ども向け図書がデルタ地域の図書館に分配され、二七〇〇名の学生に三冊ずつノートが贈られることとなっ 。　
同年には、一年間で四回に分け





象にした がある。二〇一一年一二月〜翌年一月に、オーストラリアから訪れた夫妻を講師として、 七五名の教師や司書、行政官、修行僧を対象にした「図 館の読者のためのワークショップ」をヤンゴンなど三都市 おいて開催した。出席者は、読書の初心者が英語に馴染むための方法について学んだ。海外から講師を招いて司書らを教育することは、今後重点を置かれる活動のひとつであると う。●おわりに　
ＮＬＲの活動は、当初はサイク
ロン被災地の図書館復旧から着手されたが、現在は被災地ではない地方も含めてワークショップの開


































































 岡本郁子［二〇〇九］ 「ミャンマー・サイクロン被災（二〇〇八年） ：政治化された 害と復興支援」 『アジ研ワールド・トレンド』一五巻六号。
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